
受付期間：2月3日(月)9:00～3月5日(水)17:00
産業振興センターHP（https://nakano-sangyoushinkou.jp/）の
 「講座一覧」よりお申込みください。

【中野区産業振興センター主催講座【経営者の経営力アップセミナー】

経営リスクを最小限にするための

効果的弁護士活用術
－不測の事態でも経営者が安心して相談できる避難場所を作る－

３月10日(月)10：00

～３月24日(月)23：59

配

信

期

間

定
員 なし

■中野区内の中小企業経営者、および個人事業主の方へ

■弁護士を上手に活用して訴訟リスクに備え、将来のコストを削減！

申

込

講 

師

弁護士・公認不正検査士（東京弘和法律事務所）

2006年慶應義塾大学文学部人文社会学科人間関係学系社会学専攻卒業、2009年同大学大学院法務研究科法学未修者コース修了、
2010年弁護士登録、2021年公認不正検査士（CFE）認定。企業法務（契約書・内部規程作成、労働法務、株主総会対応、内部通報・不
祥事対応等）や民事事件（債権回収、訴訟対応等）などを取り扱っている。また、独立行政法人においてアンチ・ドーピング体制の構築等、
スポーツ・インテグリティの保護・強化のための業務に携わった経験を有し、スポーツ法務にも知見がある。さらに、雑誌「政策法務
Facilitator」（第一法規）への寄稿や法律実務書の執筆等、法律分野についての執筆活動にも精力的に取り組んでおり、現在、危機管
理とBCPの専門メディアである「リスク対策.com」（新建新聞社）において法律関連記事を連載中。

山村 弘一

共催:東京商工会議所中野支部 後援:西武信用金庫/日本政策金融公庫 協力:中野中小企業診断士会

費
用 無料

中野区産業振興センター 03-3380-6946

本事業は 認定特定創業支援事業【経営】です。詳しくは中野区ホームページ「認定特定創業支援事業」をご覧ください。

弁護士（真和総合法律事務所）

2012年中央大学法学部法律学科卒業、2014年東京大学大学院法学政治学研究科専門職学位課程修了、2015年弁護士登録。
主要取扱分野は、企業法務全般、人事・労務、倒産回避・倒産処理、訴訟・紛争対応、債権回収等。
弁護士登録後、上場会社から中小企業に至るまで、幅広い規模・業種の企業法務全般をサポートするとともに、企業間の大型紛争から
身近な法的トラブルに至るまで、各種の訴訟・紛争対応も担当。紛争解決の視点から逆算した、より実践的な予防法務の提供に注力し
ている。企業の経営管理・ガバナンス・各種法令対応（コンプライアンス）の評価調査機関において、部門責任者に対する研修や担当者か
らのヒアリング調査等のほか、近時は企業や行政が主催する各種研修（社内・社外向け問わず）の講師も担当。

川島 一毅



【個人情報の取扱いについて】
お客様からご提供いただいた個人情報は、当社の個人情報保護方針に基づき厳重に管理するとともに、参加者登録、統計データーの管理
および開催についてのお問合せ以外の目的には使用いたしません。
◆個人情報に関するお問合せ先 テルウェル東日本株式会社 個人情報保護対応窓口 情報適正利用管理者 ＴＥＬ：０３－５８６０－６８０１

●中野区産業振興センター
・住所：中野区中野２-１３-１４

中野駅南口より徒歩５分
※原則、駐車場のご用意はございません。 公共交通機関でお越し下さい。

・ＴＥＬ：03-3380-6946
中野区産業振興センター２F窓口
(お問合せ受付時間：平日午前9時～午後５時)

・HP: https://nakano-sangyoushinkou.jp/

お申込み後にcontact@nakano-sangyoushinkou.jpより２通の確認メールをお送りします。
※あらかじめ、上記アドレスからのメールを受け取れる設定をお願いします。

1. 自動返信メール
お申し込み後、数分〜1時間程度で送信されます。
タイトル : 中野区産業振興センター【事業申込み】
※ こちらが届かない場合は、ご入力頂いたお客様のメールアドレスに誤りがある場合がございます。その場合は再度お申込みください。

2. 講座申込受付のご案内メール
お申し込み後、3~4営業日程度で送信されます。講座内容や受講方法はこちらのメールでご確認ください。
※ 定員のある講座の場合、参加の可否はこちらのメールでお知らせしますので必ずご確認ください。

・現在ご活躍中の士業・講師の方は参加をご遠慮ください

講

座

概

要

・
特

徴

特に中小企業が直面しやすいトラブルに対する、弁護士を活用したリスク対策を学びます。

★ｂefore:取引先に夜逃げされて売掛金が回収できなかった

→after:売掛金を回収するためにどう弁護士に頼めば良いかが分かった

★before：契約書を作成する必要性・重要性が分からない

→ａｆｔｅｒ：契約書作成により将来のリスクを想定し、未然に対処できることが分かった

★ｂｅｆｏｒｅ：世間で退職者による営業秘密の漏洩事件が相次いでいるが自社での対応策が分からない

→after：法的に保護される「営業秘密」の考え方、営業秘密侵害が疑われる場合の対応策が分かった

★ｂｅｆｏｒｅ：どのような場合にどうやって弁護士に相談すればよいのか分からない

→ａｆｔｅｒ：弁護士に相談すべき状況や有効な相談方法が分かった

中野区産業振興センター主催講座【経営者の経営力アップセミナー】

経営リスクを最小限にするための効果的弁護士活用術

習
得
目
標

訴訟リスクが高まる情勢下で、中小企業経営者が押さえておきたいリスク対策のうち、

弁護士を上手に活用する知識を習得する。

カ

リ
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ラ

ム
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場

・
問

合

先

対
象 中野区内の経営者、および個人事業主の方

時間 担当 講座内容 技法等

60分

60分

川島

山村

（１）契約書のチェックポイント
（２）従業員トラブルの対処法

 問題社員の解雇、競業・引き抜き、営業秘密の漏洩等

(1)債権回収のイロハ
(2)弁護士への相談方法

講義

講義
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